
 

 

ピッチイベント（大阪・東京） 

ピッチイベント（大阪・東京）を開催いたしました。たくさんの方にご参加いただき、ありがとうござい

ました。  

NEDO TCP 2018 では東京および大阪においてピッチイベントを開催いたします。東京会場、大

阪会場で計 26 チームが研究成果に基づいたビジネスプランを発表します。 

投資家の方や大企業でベンチャー企業との協業に興味の有る方など、どなたでもご参加いただけ

ますのでぜひ奮ってご参加ください。本ページ最下部より参加のご登録をお願いいたします。  

※お席に限りがございますのでお早目のお申し込みをお願いいたします。  

大阪会場の概要 

開催概要 

日時 2018 年 12 月 19 日（水）13:30～16:30（開場 13:00～） 

場所 グランフロント大阪 北館 B2F ( アクセス) 

参加

費 
無料 

プログラム 

1. 開会挨拶、説明 

2. 参加チームによるピッチ 

3. 閉会挨拶 

参加チーム 

チーム名 事業プラン名 

https://www.grandfront-osaka.jp/access/


 

 

Hairtech Lab. 毛髪検体を用いたストレスモニタリングサービス 

WPS ワイヤレス給電式の体内植込み型医療機器の開発・販売 

xenoBiotic 毒性予測ソフトウェアの開発販売 

デフォガ 
生体模倣技術を応用した微細流路の物理的構造による曇止め

技術の開発・普及 

MAV(マブ) 心疾患に対する新規治療デバイスの開発 

水陰(ミカゲ) 
好塩菌を利用した塩害土壌を再生するたい肥の研究開発・販

売 

三人力 自動車整備工場向けヒト協働型ロボット 

株式会社 ish ファッションテック・デザインエンジニアリング会社を立ち上げる! 

Real Edge Sense 

（「東北大学 Tech Open」よりご

招待） 

エッジヘビーセンシングを実現するロボット用触覚センサモ ジ

ュール・システム・データ事業 

GAiTE 

（「九州大学ビジネスプランコンテ

スト」よりご招待） 

次世代の生体認証を用いた利便的高度物理セキュリティシス

テムの提供 

エヌ・ケイ・システム 

（「『志』コンテスト 2018」よりご招

待） 

打音検査における波形時間と周波数変化に基づくアンカーボ

ルトの欠陥評価に関する研究 

東京会場の概要 



 

 

開催概要 

日時 2018 年 12 月 20 日（木）13:30～17:00（開場 13:00～） 

場所 NEDO インキュベーションセンター【ミューザ川崎セントラルタワー 5F】 ( アクセス) 

参加

費 
無料 

プログラム 

1. 開会挨拶、説明 

2. 参加チームによるピッチ 

3. 閉会挨拶 

参加チーム 

チーム名 事業プラン名 

nanoFreaks 半永久稼働可能な紛失防止シールの開発 

猪居技術士事務所 ダイヤモンドシールド 

PLACTHICS 
浅海底マッピング技術を用いた観光、防災などの新しい海洋デ

ータの展開と販売 

MOFilt 
日本酒の老香除去のための金属微粒子含有コルク型フィルタ

ーの開発 

サウンド・アイディア 高齢者にクリアな音声を届ける音声明瞭化技術の事業化 

http://www.muzakawasaki.com/access/


 

 

ハイルマニイ菌感染対策 ハイルマニイ菌感染の画期的な迅速診断法 

J’s Factory Earth on Your Finger~地球をわが手に 

NEKO PHARMA 
次世代抗体医薬品開発に役立つ創薬基盤技術の提供及びそ

の応用と展開 

南町田エンジニアリング 高性能風力発電システム 

Cosmic Ray Imaging 宇宙線による巨大物体の内部イメージング 

High Power 

Technologies 

EV，HEV の充電時間を 10 分の 1 に短縮する大容量急速充

電装置 

Foret de vin(フォレッド バ

ン) 

（「Mt.Fuji イノベーションキャンプ

2018」よりご招待） 

ワインの流通・保存過程における環境データから、劣化・飲み

頃を保証するサービス 

Ludo .Inc 

（「Startup Go Go」よりご招待） 
オンラインのための AI(人工知能)総合ソリューション 

DiaBond 

（「みちのくイノベーションキャンプ

2018」よりご招待） 

高性能ダイヤモンドワーソの製造、販売 

M-BIP 

（「Matching HUB Kanazawa 

2018」よりご招待） 

会話できる本で“新しい読書文化”を創る 

 


